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8 日 前期始業式・着任式・大掃除・身だしなみ指導 

9日 尿検査（１次）・前期常任委員会結成・前期常任委員選出 

10 日 身体測定・保健指導・前期常任委員会結成 

13日 授業参観・新年度開始イベント・進路保護者説明会  

15 日 歯科検診・保健指導・個人写真撮影 

21日 貧血検査 

22日 内科検診 

25日 授業料等口座振替 

 
 

お世話になりました

◆小澤敦教諭（北海道岩見沢西高等学校） 

◆石尾みどり教諭（北海道紋別高等学校） 

◆藤並信介教諭（北海道芦別高等学校） 

◆中川おりえ非常勤実習助手（北海道稚内商工高等学校） 

 
 
 
 

式 

辞 
 

 

春
の
日
射
し
が
妹
背
牛
の
自
然
の
大
地
を
暖
め
、
「
春
の
息
吹
」
を
感
じ
る
、
本
日
の
佳
き
日
に
、
平
成
一
九

年
度
第
五
六
回
北
海
道
妹
背
牛
商
業
高
等
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
卒
業
式
に
、
お
忙
し
い
中
、
妹
背
牛
町
町
長
「
加
藤
榮
一
」
様
、
同
窓
会 

会
長
「
古
川
隆
夫
」
様 

Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
「
水
本
雅
英
」
様
を 

は
じ
め
多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様
と
保
護
者
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
を
い

た
し
ま
す
。 

 
改
め
ま
し
て
、
卒
業
さ
れ
ま
す
十
九
名
の
三
年
生
の
皆
さ
ん
、
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

卒
業
式
を
節
目
と
し
、
さ
ら
な
る
「
夢
や
希
望
」
を
実
現
し
ょ
う
と
す
る
自
立
へ
の
旅
立
ち
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

私
た
ち
教
職
員
並
び
に
在
校
生
、
皆
さ
ん
の
学
舎
か
ら
の
巣
立
ち
を
心
か
ら
祝
福
し
て
お
り
ま
す
。 

 

卒
業
す
る
に
当
た
り
一
つ
の
大
き
な
期
待
と
二
つ
の
お
願
い
を
し
ま
す
。 

 

一
つ
の
期
待
は
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
北
海
道
を
支
え
、
未
来
を
創
造
し
、
国
内
を
は
じ
め
国
際
社
会
に
通
用

す
る
北
の
大
地
を
切
り
拓
く
の
は
皆
さ
ん
で
す
。 

 

日
本
の
社
会
は
、
高
度
情
報
伝
達
の
進
化
に
伴
う
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
少
子
高
齢
化
・
環
境
問
題
の
深
刻
化
な
ど

急
激
な
社
会
変
化
に
生
じ
た
課
題
へ
の
対
応
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
に
対
応
し
、
力

強
く
生
き
ぬ
き
、
日
本
の
成
熟
社
会
を
構
築
す
る
人
材
と
し
て
貢
献
願
え
る
こ
と
を
強
く
期
待
し
ま
す
。 

 

 

一
つ
目
の
お
願
い
は
、
人
と
し
て
「
倫
理
観
」
の
文
字
に
裏
付
け
さ
れ
た
秩
序
あ
る
社
会
の
一
員
と
な
り
ま
し

ょ
う
。
２
０
０
７
年
、
「
偽
」
に
関
わ
る
許
し
が
た
い
報
道
の
連
続
、
今
こ
そ
「
真
実
」
を
疑
わ
な
い
信
頼
で
き

る
社
会
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
緊
要
で
あ
り
、
卒
業
生
を
含
め
た
私
た
ち
の
使
命
で
す
。 

 

二
つ
め
の
お
願
い
は
、
「
人
と
人
の
共
生
の
絆
を
深
め
る
関
わ
り
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
人
間
関
係
の
希
薄

さ
が
要
因
と
な
る
事
件
・
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、
個
々
人
が
、
「
謙
虚
な
態
度
」
と
「
感
謝
の

心
」
を
も
っ
て
、
人
と
の
触
れ
合
い
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
す
。
自
他
共
に
支
え
合
う
共
生
の
精
神
を
大
切
に
す

る
社
会
の
一
員
に
な
り
ま
し
ょ
う
。 

 

父
母
を
は
じ
め
と
し
た
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
お
子
様
の
卒
業
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
三
年
前
、

入
学
時
に
「
不
安
と
希
望
が
錯
綜
」
す
る
中
本
校
に
入
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
学
校
と
し
ま
し
て
は
、
期
待
に

応
え
、
お
子
様
の
成
長
を
願
い
教
育
実
践
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
時
に
は
・
子
ど
も
た
ち
・
保
護
者
・
教
師
が
涙

す
る
ほ
ど
、
三
位
一
体
に
て
教
育
実
践
で
き
ま
し
た
の
も
保
護
者
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
、
三
年
間
の
お
子
さ
ま
の
頑
張
り
を
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
誉
め
て
あ
げ
て
下
さ
い
。 

 

本
日
の
卒
業
式
は
、
在
校
生
に
送
ら
れ
る
最
後
の
卒
業
式
と
な
り
ま
し
た
。
二
年
生
、
教
職
員
一
同
「
多
大
な

る
寂
し
さ
」
を
、
卒
業
生
へ
の
「
有
り
難
う
」
の
気
持
ち
と
、
残
る
二
年
生
二
十
九
名
と
教
職
員
そ
し
て
妹
背
牛

町
の
力
添
え
を
結
集
し
、
妹
背
牛
商
業
高
校
の
伝
統
を
守
る
こ
と
を
約
束
し
皆
さ
ん
と
お
別
れ
し
ま
す
。 

 

最
後
に
、
妹
背
牛
町
の
絶
大
な
る
ご
支
援
に
感
謝
し
、
青
春
の
ふ
る
さ
と
妹
背
牛
町
を
愛
し
、
将
来
、
こ
の
地

で
再
会
し
ま
し
ょ
う
。
卒
業
生
の
前
途
に
幸
多
か
れ
と
強
く
願
い
、
前
庭
の
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
・
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
輝
き
が
卒
業
生
の
将
来
の
輝
き
に
連
動
し
、
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
卒
業
式
の
式
辞

と
し
ま
す
。 

平
成
二
十
年
三
月
一
日 

北
海
道
妹
背
牛
商
業
高
等
学
校 

校
長 

滝 

田     

進 
 
 
 学年による入学当初からの進路学習や

ＳＴ(進路タイム)など３学年での取り組
みの成果もあり、生徒は粘り強くがんば

ってくれました。管内の求人数が昨年度

より減るなど就職は厳しい状況が続いて

おり、現在も就職未内定者が３名おりま

すが、３月中には希望進路に進めるよう

今後も努力していきたいと思います。次

年度も厳しい状況は続くと思いますが、

ご協力をよろしくお願いします。 

進学        就職 

大 学 ２名 管 内 ６名 

短 大 ３名 道 内 ３名 

専門学校等 ２名 未 内 定 者 ３名 

 
 
 2 月上旬、妹背牛町カーリングホールで開催された「道央ブロックジュニアカーリング予
選会」にて本校カーリング部は、北海道ジュニアカーリング選手権大会の出場権を獲得しま
した。3月 7 日より同ホールで行われました「北海道ジュニアカーリング選手権大会」に出
場しました。大会目標を「自分達が納得できるような試合をしよう」とし、予選リーグに臨
みました。結果は１勝４敗となり予選リーグ敗退。最後のストーン 
が静止するまで生徒は、集中し試合に臨む姿勢が見られました。 
今回の大会で「目標に向かって努力すること」「最後まで諦めない 
姿勢」を生徒達は、培ったと思います。妹背牛カーリング協会をは 
じめ、地域の皆様の応援・保護者の皆様の応援本当に勇気づけられ 
ました。ありがとうございました。 

なごり雪が舞う３月１日に

行われた卒業式は、担任の朝日

先生の透き通った声による「本

日、卒業証書を授与される者」

のことばで証書授与の儀式が

始まりました。卒業証書と共

に、３年間の活躍や成長の紹介

を含めた激励の言葉が、学校長

から１９名の卒業生一人ひと

りに贈られ、証書を手にした卒

業生が、これまでの感謝の想い

や将来の抱負をステージ上で

披露する新しい趣向に、笑顔と

涙が入り交じり、心が温まる時

間が過ぎてゆきました。退場は

ＢＧＭが流れる中、卒業生が体

育館後方に一列に並び、クラス

代表の号令のもと、「ありがと

うございました。」 と大きな声

で挨拶し温かい拍手に見送ら

れ本校を巣立ってゆきました。


